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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第12期

第２四半期
連結累計期間

第11期

会計期間
自平成26年12月１日
至平成27年５月31日

自平成25年12月１日
至平成26年11月30日

売上高 （千円） 3,061,923 10,723,603

経常利益 （千円） 2,192,404 2,153,729

四半期（当期）純利益 （千円） 1,237,674 657,917

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 1,239,410 1,677,366

純資産額 （千円） 7,487,497 3,246,145

総資産額 （千円） 16,811,747 7,095,098

１株当たり四半期（当期）純利益金額 （円） 190.68 117.00

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）

純利益金額
（円） 190.35 －

自己資本比率 （％） 44.5 45.8

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） △3,924,459 5,213,998

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △1,582 8,334

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） 7,406,903 △2,933,195

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残

高
（千円） 4,788,596 1,305,952

 

回次
第12期

第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成27年３月１日
至平成27年５月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 50.83

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．当社は、前第２四半期連結累計期間については四半期連結財務諸表を作成していないため、第11期第２四半

期連結累計期間に係る主要な経営指標等の推移については記載しておりません。

３．売上高には、消費税等は含まれておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、第11期では希薄化効果を有している潜在株式が存在

しないため記載しておりません。また、第12期第２四半期連結累計期間では、当社株式は、平成27年２月18

日に東京証券取引所マザーズ市場に上場しており、新規上場日から第２四半期連結累計期間の末日までの平

均株価を期中平均株価とみなして算定しております。

５．平成26年10月30日付で普通株式１株につき100株の株式分割を行っておりますが、第11期の期首に当該株式

分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しております。

６．「第４　経理の状況　１　四半期連結財務諸表注記事項（追加情報）」に記載のとおり、表示方法の変更を

行っております。これに伴い、前連結会計年度（第11期）におけるキャッシュ・フロー区分に関し、純投資

目的の出資金について、投資活動によるキャッシュ・フローから営業活動によるキャッシュ・フローへの表

示区分の組替を行っております。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

　また、主要な関係会社における異動は、以下のとおりであります。

 

　（投資運用事業）

　　主要な関係会社の異動はありません。

 

　（投資銀行事業）

　　合同会社ジーケーゼロヨン、クレジット・ギャランティ２号合同会社は、当第２四半期連結累計期間において、

匿名組合出資したことから、持分法適用の関連会社に含めております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリ

スクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び当社の関係会社）

が判断したものであります。

　なお、当社は、前第２四半期連結累計期間については四半期連結財務諸表を作成していないため、前年同四半期連

結累計期間との比較分析は行っておりません。

 

(1）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、海外景気の下振れリスクや円安等を要因とした物価上昇など

先行きに不透明な要素がある一方で、政府が推進する経済対策や金融緩和策の効果等により雇用・所得環境の改善

がみられるなど、緩やかな回復基調が続いております。

　不動産金融業界におきましては、資金調達環境が引き続き良好であり、J-REIT市場の時価総額が10兆円を超えて

推移し、J-REITの公募増資が活発に行われるなど投資資金の流入が続いている他、私募REIT組成の動きが広がるな

か、投資家層の多様化が期待されております。また、不動産売買市場においては、アベノミクスによるデフレ脱

却・地価上昇への期待や円安を背景に海外投資家等の投資意欲は依然として高く、不動産の取得競争が活発化し、

大都市圏の不動産において価格高騰が見られるなど、比較的不動産投資案件の売却に適した事業環境となっており

ます。

　このような事業環境の中、当社グループは、既存の投資案件のバリューアップを行うとともに、売却に適した投

資案件については積極的に売却活動を推進しました。また、当社グループの投資案件に対する目利きやバリュー

アップの実績を活かし、十分な投資リターンが見込める投資案件の発掘及び取得を進めるとともに、安定的な収益

基盤を確立する観点から自己勘定投資案件（賃貸不動産等）の取得を行いました。

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高3,061,923千円、営業利益2,276,148千円、経常利益

2,192,404千円、四半期純利益1,237,674千円となりました。

 

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

（投資運用事業）

　投資運用事業につきましては、既存の投資案件の売却に伴い、ディスポジションフィー、インセンティブフィー

を計上したことに加え、アセットマネジメントフィーを計上したこと等により、売上高は2,157,956千円、営業利

益は1,934,655千円となりました。

 

（投資銀行事業）

　投資銀行事業につきましては、顧客との共同投資（セイムボート投資）案件の売却に伴うキャピタルゲイン（匿

名組合配当益）及び自己勘定投資案件（賃貸不動産等）からの賃料収入に加え、ベンチャーファンド投資等不動産

以外の投資からの収益を計上したこと等により、売上高は916,547千円、営業利益は641,749千円となりました。
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(2）財政状態の分析

（資産）

　当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ9,716,649千円増加し、16,811,747千円とな

りました。これは主に、現金及び預金が3,482,643千円、販売用不動産が5,085,959千円増加したことによるもので

あります。

 

（負債）

当第２四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べて5,475,296千円増加し、9,324,249千円となり

ました。これは主に、長期借入金が4,325,299千円、未払法人税等が600,176千円増加したことによるものでありま

す。

 

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べて4,241,352千円増加し、7,487,497千円とな

りました。これは主に、新規上場に関連した公募増資等及びオーバーアロットメントによる売出しに関連した第三

者割当増資を実施したことにより資本金が1,289,830千円、資本剰余金が1,643,110千円増加したこと、また、四半

期純利益を1,237,674千円計上したことによるものであります。

 

(3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、前連結会計年度末

より3,482,643千円増加し、4,788,596千円となりました。当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フ

ローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間において営業活動の結果使用した資金は、3,924,459千円となりました。これは主

に、税金等調整前四半期純利益2,187,565千円を計上した一方で、自己勘定投資案件（賃貸不動産等）の取得に伴

うたな卸資産の増加額5,125,997千円、関係会社匿名組合出資金の増加額455,987千円、法人税等の支払額368,956

千円を計上したことによるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間において投資活動の結果使用した資金は、1,582千円となりました。これは、有形固

定資産の取得による支出1,582千円によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間において財務活動の結果獲得した資金は、7,406,903千円となりました。これは主

に、新規上場に伴う株式の発行による収入2,557,523千円、自己株式の処分による収入418,275千円、長期借入れに

よる収入4,505,000千円によるものであります。

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 23,000,000

計 23,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成27年５月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年７月15日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 7,222,500 7,222,500
東京証券取引所

（マザーズ）

完全議決権株式であ

り、権利内容に何ら

限定のない当社にお

ける標準となる株式

であります。

なお、単元株式数は

100株であります。

計 7,222,500 7,222,500 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成27年３月17日

（注）
299,500 7,222,500 281,050 1,589,830 281,050 1,559,830

（注）有償第三者割当（オーバーアロットメントによる売出しに関連した第三者割当増資）

　　　　　発行価格　　1,876.80円

　　　　　資本組入額　　938.40円

　　　　　割当先　　　野村證券株式会社
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（６）【大株主の状況】

  平成27年５月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

吉原　知紀 神奈川県三浦市 3,658,000 50.65

有限会社エーシーアイ 東京都港区虎ノ門４丁目３－１ 393,000 5.44

中谷　宅雄 大阪府松原市 300,200 4.16

堀田　佳延 東京都港区 250,000 3.46

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口）
東京都中央区晴海１丁目８－11 189,900 2.63

日本証券金融株式会社
東京都中央区日本橋茅場町１丁目２番10

号
184,800 2.56

株式会社SBI証券 東京都港区六本木１丁目６番１号 184,000 2.55

松井証券株式会社 東京都千代田区麹町１丁目４番地 180,900 2.50

日本マスタートラスト信託銀行株式

会社（信託口）
東京都港区浜松町２丁目11番３号 177,800 2.46

カブドットコム証券株式会社 東京都千代田区大手町１丁目３番２号 108,800 1.51

計 － 5,627,400 77.91

（注）中谷宅雄氏から、平成27年４月22日付で近畿財務局長に提出された大量保有報告書（変更報告書）により、平成

27年４月20日現在で464,000株を保有している旨の報告を受けておりますが、当社として当第２四半期会計期間

末時点における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めておりません。

　　　　なお、中谷宅雄氏の大量保有報告書（変更報告書）の内容は以下のとおりであります。

　　　　大量保有者　　　　　中谷宅雄

　　　　住所　　　　　　　　大阪府松原市

　　　　保有株券等の数　　　株式　464,000株

　　　　株券等保有割合　　　6.42％
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成27年５月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他）  普通株式　7,222,100 72,221 －

単元未満株式 　普通株式　　　　400 － －

発行済株式総数 　　　　　　7,222,500 － －

総株主の議決権 － 72,221 －

 

②【自己株式等】

　　　該当事項はありません。

 

２【役員の状況】

　 前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

　 （１）退任役員

役名 職名 氏名 退任年月日

取締役 社長室長 佐藤　昌彦 平成27年５月31日

 

EDINET提出書類

ファーストブラザーズ株式会社(E05607)

四半期報告書

 8/20



第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　なお、当社は、第２四半期の業績開示を当連結会計年度より行っているため、前年同四半期との比較情報は記載し

ておりません。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成27年３月１日から平

成27年５月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年12月１日から平成27年５月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、清友監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成26年11月30日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年５月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,305,952 4,788,596

信託預金 201,691 550,328

売掛金 34,280 99,942

販売用不動産 3,674,445 8,760,404

営業貸付金 350,000 350,000

営業投資有価証券 416,123 540,979

その他 238,387 406,594

貸倒引当金 △146,720 △147,720

流動資産合計 6,074,161 15,349,126

固定資産   

有形固定資産 42,013 39,183

無形固定資産 3,785 3,048

投資その他の資産 975,137 1,420,388

固定資産合計 1,020,937 1,462,620

資産合計 7,095,098 16,811,747

負債の部   

流動負債   

1年内返済予定の長期借入金 81,852 194,388

未払法人税等 315,214 915,390

賞与引当金 － 78,942

その他 329,686 311,838

流動負債合計 726,752 1,500,559

固定負債   

長期借入金 2,905,148 7,230,447

その他 217,051 593,242

固定負債合計 3,122,199 7,823,689

負債合計 3,848,952 9,324,249

純資産の部   

株主資本   

資本金 300,000 1,589,830

資本剰余金 270,000 1,913,110

利益剰余金 2,716,595 3,954,269

自己株式 △69,000 －

株主資本合計 3,217,595 7,457,211

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 28,550 30,286

その他の包括利益累計額合計 28,550 30,286

純資産合計 3,246,145 7,487,497

負債純資産合計 7,095,098 16,811,747
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

 （単位：千円）

 
当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年12月１日
　至　平成27年５月31日)

売上高 3,061,923

売上原価 225,653

売上総利益 2,836,269

販売費及び一般管理費 ※ 560,121

営業利益 2,276,148

営業外収益  

受取利息 186

受取配当金 11

為替差益 1,781

受取賃貸料 2,004

還付加算金 112

その他 0

営業外収益合計 4,095

営業外費用  

支払利息 51,917

支払手数料 786

株式交付費 26,143

株式公開費用 6,729

その他 2,262

営業外費用合計 87,840

経常利益 2,192,404

特別損失  

固定資産除却損 0

投資有価証券評価損 1,557

関係会社出資金評価損 3,281

特別損失合計 4,838

税金等調整前四半期純利益 2,187,565

法人税、住民税及び事業税 977,104

法人税等調整額 △27,213

法人税等合計 949,890

少数株主損益調整前四半期純利益 1,237,674

四半期純利益 1,237,674
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

 （単位：千円）

 
当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年12月１日
　至　平成27年５月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,237,674

その他の包括利益  

その他有価証券評価差額金 1,736

その他の包括利益合計 1,736

四半期包括利益 1,239,410

（内訳）  

親会社株主に係る四半期包括利益 1,239,410

少数株主に係る四半期包括利益 －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

 （単位：千円）

 
当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年12月１日
　至　平成27年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 2,187,565

減価償却費 45,152

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,000

賞与引当金の増減額（△は減少） 78,942

受取利息及び受取配当金 △197

支払利息 51,917

株式交付費 26,143

株式公開費用 6,729

信託預金の増減額（△は増加） △348,636

売上債権の増減額（△は増加） △65,662

たな卸資産の増減額（△は増加） △5,125,997

営業投資有価証券の増減額（△は増加） △124,947

関係会社匿名組合出資金の増減額（△は増加） △455,987

その他の流動資産の増減額（△は増加） △139,253

その他の流動負債の増減額（△は減少） △28,439

その他の固定負債の増減額（△は減少） 377,551

その他 6,857

小計 △3,507,261

利息及び配当金の受取額 197

利息の支払額 △49,305

法人税等の還付額 867

法人税等の支払額 △368,956

営業活動によるキャッシュ・フロー △3,924,459

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △1,582

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,582

財務活動によるキャッシュ・フロー  

長期借入れによる収入 4,505,000

長期借入金の返済による支出 △67,165

株式の発行による収入 2,557,523

自己株式の処分による収入 418,275

その他 △6,729

財務活動によるキャッシュ・フロー 7,406,903

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,781

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 3,482,643

現金及び現金同等物の期首残高 1,305,952

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 4,788,596
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　合同会社ジーケーゼロヨン、クレジット・ギャランティ２号合同会社は、当第２四半期連結会計期間におい

て、匿名組合出資したことから、持分法適用の関連会社に含めております。

 

（追加情報）

　　　　（法人税等の税率変更による繰延税金資産及び繰延税金負債の金額の修正）

　「所得税法等の一部を改正する法律」（平成27年法律第９号）が、平成27年３月31日に公布され、平成27年

４月１日以降に開始する事業年度より法人税率が変更されることになりました。

　また、「地方税等の一部を改正する法律」（平成27年法律第２号）が平成27年３月31日に、「東京都都税条

例及び東京都都税条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例」（平成27年東京都条例第93号）が平成27

年４月１日にそれぞれ公布され、平成27年４月１日以降に開始する事業年度から事業税率が変更されることに

なりました。

　これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用する法定実効税率は、平成27年12月１日から平成

28年11月30日までに解消が見込まれる一時差異については、従来の35.64％から33.06％に、平成28年12月1日

以降に開始する事業年度に解消が見込まれる一時差異については、32.30％になっております。

　この税率変更により、繰延税金資産の金額（繰延税金負債の金額を控除した金額）が10,701千円減少し、有

価証券評価差額金が1,494千円増加し、法人税等調整額が12,195千円増加しております。

 

（表示方法の変更）

　当社は、純投資目的で保有する投資案件について固定資産の「投資有価証券」に含めておりましたが、当第

２四半期連結会計期間より、不動産投資も含めて流動資産の「営業投資有価証券」に表示する方法に変更いた

しました。

　この変更は、当第２四半期連結会計期間より、ベンチャー投資等への投資を本格的に開始し、今後中核事業

の１つに位置づけられる見込みであることから、投資銀行事業の投資勘定を集約し、事業運営の実態をより明

瞭に表示するために行ったものであります。

　これに伴い、前連結会計年度末における固定資産「投資有価証券」416,123千円を、「営業投資有価証券」

に組替えております。
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（四半期連結損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
当第２四半期連結累計期間
（自 平成26年12月１日

　　至 平成27年５月31日）

給与手当 196,685千円

賞与引当金繰入額 78,942千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記の

とおりであります。

 
当第２四半期連結累計期間
（自 平成26年12月１日
至 平成27年５月31日）

現金及び預金勘定 4,788,596千円

現金及び現金同等物 4,788,596

 

（株主資本等関係）

当第２四半期連結累計期間（自　平成26年12月１日　至　平成27年５月31日）

　　　　１　配当金支払額

　　　　　　該当事項はありません。

 

　　　　２　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　　　　　　該当事項はありません。

 

　　　　３　株主資本の金額の著しい変動

　　　　　　当社は平成27年１月15日及び平成27年１月29日開催の取締役会決議に基づき、有償一般募集による新株式の

発行及び自己株式の処分を行い、資本金及び資本剰余金がそれぞれ1,008,780千円、1,362,060千円増加してお

ります。また、平成27年３月17日付でオーバーアロットメントによる売出しに関連して、野村證券株式会社か

ら第三者割当増資の払込を受け、資本金及び資本剰余金がそれぞれ281,050千円増加しております。

　　　　　　これらの結果、当第２四半期連結累計期間において資本金及び資本剰余金がそれぞれ1,289,830千円、

1,643,110千円増加し、当第２四半期連結会計期間末において資本金が1,589,830千円、資本剰余金が

1,913,110千円となっております。

EDINET提出書類

ファーストブラザーズ株式会社(E05607)

四半期報告書

15/20



（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第２四半期連結累計期間（自　平成26年12月１日　至　平成27年５月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 投資運用事業 投資銀行事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 2,145,376 916,547 3,061,923 － 3,061,923

セグメント間の内部売上高

又は振替高
12,579 － 12,579 △12,579 －

計 2,157,956 916,547 3,074,503 △12,579 3,061,923

セグメント利益 1,934,655 641,749 2,576,405 △300,256 2,276,148

（注）１．セグメント利益の調整額△300,256千円は、セグメント間取引消去△1,500千円及び各報告セグメントに

配分していない全社費用△298,756千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属

しない一般管理費等であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。

 

（金融商品関係）

　長期借入金は、企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、四半期連結貸借対照表計上額に

前連結会計年度の末日と比較して著しい変動が認められますが、当第２四半期連結対照表計上額と時価との差額及

び前連結会計年度に係る連結貸借対照表計上額と時価との差額に重要性が乏しいため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成26年12月１日
至　平成27年５月31日）

（１）１株当たり四半期純利益金額 190円68銭

（算定上の基礎）  

四半期純利益金額（千円） 1,237,674

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 1,237,674

普通株式の期中平均株式数（株） 6,490,923

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 190円35銭

（算定上の基礎）  

　四半期純利益調整額（千円） －

　普通株式増加数（株） 11,241

　（うち新株予約権（株）） (11,241)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－

（注）当社株式は、平成27年２月18日に東京証券取引所マザーズ市場に上場しております。潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益金額の計算においては、新規上場日から第２四半期連結累計期間の末日までの平均株価を期中平均

株価とみなして算定しております。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年７月14日

ファーストブラザーズ株式会社

取締役会　御中

 

清　友　監　査　法　人

 

 
指 定 社 員
業務執行社員

 公認会計士 後藤　員久　　印

 

 
指 定 社 員
業務執行社員

 公認会計士 中村　佳央　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているファーストブラ

ザーズ株式会社の平成26年12月１日から平成27年11月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成27年３月

１日から平成27年５月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年12月１日から平成27年５月31日まで）に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結

キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ファーストブラザーズ株式会社及び連結子会社の平成27年５月31日現

在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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